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LiDAR DEMを用いた流域地形解析に基づく横ずれ活断層の活動度評価

Utilization of LIDAR DEMs in assessing active degree of strike-slip faults
in Japanese mountains
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活動履歴不明の横ずれ断層については,河谷の屈曲など地形情報から活断層の活動度を評価する
ことが期待される.本研究は，航空レーザー測量による詳細デジタル地形データを用いて，横ず
れ活断層による河谷屈曲の有無を定量的に判定し，屈曲量の客観的な抽出手法を検討した.この
手法を西南日本山地に分布する横ずれ変位速度の異なる（~0.01 mm/yr - ~10 mm/yr）7断層（鹿
野断層，猪之鼻断層，梅原断層，駄口断層，高山断層，根尾谷断層と跡津川断層）へ適用し，平
均変位速度と屈曲量及び谷地形の傾斜量などとの関係を検討した.その結果，横ずれ活断層の活
動度を見積もるには，屈曲率（屈曲量と谷の長さとの比率）と谷の侵食速度が必要であることが
示唆された.
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